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サマリー

現在、多くの企業が IBM Lotus NotesとSAP®
ソフトウェアを併用して、ビジネスを運用してい
ます。こうした企業では、多くの従業員が日常 
的に使用しているLotus Notesの使いやすく 
直感的なユーザーインターフェースを高く評価
する一方で、SAPソフトウェアが提供する業務
データとプロセスへのアクセスを求めています。
このようなユーザーのためにSAPと IBMが開
発している共同ソフトウェア製品Alloy™は、使
い慣れたLotus Notesユーザーインターフェー
スを介して、SAP Business Suiteの業務アプ
リケーションを利用できる環境を提供します。

Alloyは、30年以上にわたって最先端のソリュー
ションを提供し、1万3,000社を超える顧客の
業務効率の改善をサポートしてきた IBMと
SAPによる、初の共同開発製品です。Lotus 
NotesとSAP Business Suiteの連携機能の
より緊密な統合を求める顧客の要求に応えて、
業界をリードするSAPと IBMが開発に取り組
んでいるこのプロジェクトは、両社のパートナー
シップの強化を示すものでもあります。Alloyは、
ユーザーが自由に選択できるインターフェースか
ら、SAPの業務プロセスやデータにアクセスで
きるようにする手段の1つです。また、電子メー
ル、カレンダー機能、連携アプリケーションにおけ
るエンタープライズ統合機能によってLotus 
NotesとDominoの利用範囲を広げ、IBMと
SAPの顧客に大きな付加価値を提供します。

Alloyは、経営幹部や従業員に対し、それぞれが
関連する重要な業務情報への容易なアクセスを
提供し、全社的なデータの検索や収集に要する
時間の無駄を減らし、企業に新たな可能性を提
供します。ほとんどの場合、ユーザーは新たに使
い方を学習せずともSAP Business Suiteの
必要な機能にアクセスできるようになるため、ト
レーニングコストも削減できます。ユーザーは、
使い慣れたLotus Notesの知識を活かして情
報資産にアクセスできるようになります。

顧客のニーズ

企業がタイムリーに、正しい情報に基づく意思
決定を行うことで競合他社との差別化を図るに
は、的確な情報と業務プロセスが必要です。それ
らの情報は必要なときに迅速に入手できなくて
はならず、情報を得るために苦労してデータを
調べ、分析や整理を行っている時間はありません。
SAP Business Suiteに必要な情報が保管され
ていても、それを必要としている人がアクセス方
法を知らなければ意味がありません。Alloyを利
用するには、Lotus Notesへの習熟と、SAPと
IBM両方のソリューションを使用するためのラ
イセンスが必須となります。

トレーニングは、Lotus Notesの既存ユーザー
ならほぼ必要ありません。Alloyがあれば、SAP 
Business Suiteの使用方法を習得しなくても、
SAPと IBMの革新的なアプローチを活かした
機能性によって、トレーニングにかかるコストと
時間を削減することができます。



企業は、従業員がそれぞれの業務を行うために
必要なすべてのデータとプロセスにアクセスで
きるようにすると同時に、不要な機能によって
混乱が生じないようにする必要があります。そ
のため、SAPと IBMはAlloyをカスタマイズす
るための豊富な開発ツールとエンドユーザー設
定オプションを提供し、企業とユーザーのニー
ズに応えられるようにしています。企業は各ユー
ザーの役割に応じて、特定のSAPソフトウェア
機能を提供することができます。

今日のビジネスニーズに対処するには、チーム
ワークとコラボレーションが不可欠であること
は周知の事実であり、多くの企業で、Lotus 
NotesとSAP Business Suiteが採用されて
いるのはそのためです。これらのソリューション
は、単独でも企業全体での緊密なコラボレー
ションを実現するための基盤となります。

しかし、企業はAlloyによって、両方のソリュー
ションを使用し、コラボレーションをさらに高め
るチャンスを手に入れることができるのです。
Alloyによって2つのソリューションの機能が統
合されることで、すべての従業員が1つの正確
な企業情報にアクセスし、それぞれのデスクトッ
プでデータを共有、分析、変換することが可能
になります。その結果、どの情報が正しいのか、
情報源はどこなのかという議論で無駄な時間
を費やすことはなくなります。その代わりに、現
状を見極め、十分な情報に基づく意思決定を行
うことに時間を使えるようになります。

企業にとって、開発サイクルと導入プロジェクト
期間は短いに越したことはありません。そのた
め IBMとSAPは、必要な条件を満たすことで、
企業がAlloyを短期間で導入できるよう取り組
んでいます。

導入の条件としては、以下のソフトウェアがイン
ストールされている必要があります。

• IBM Lotus Notes 8.0.1+
• Domino 8.0.1+
• SAP Business Suite（SAP ERPアプリ
ケーションとSAP NetWeaver® Business 
Intelligenceコンポーネントを含む）

Alloyには、SAP NetWeaverテクノロジー
プラットフォームのエンタープライズサービス

指向アーキテクチャー（SOA）と IBM Lotus 
Notes/Dominoコラボレーションプラット
フォームに対して企業が行ってきた投資を活用
するという目的もあります。IT部門は、Webサー
ビスを使用したアプリケーションの迅速な構築、
業務プロセスとイベントの調整、そして企業情
報の管理が可能になります。また、アプリケー
ションとコンテンツをより迅速かつ高いコスト
効率でユーザーに提供することができます。

多くの企業にとって、Alloyのような新しいソフ
トウェアは、いかに強力なものであってもそれだ
けでは十分とは言えません。ソフトウェアに付
随して、その企業の成功に役立つ豊富な知識を
備えたベンダーが提供するサービスが必要な
のです。このようなニーズを満たすため、SAP 
Consultingと IBM Global Business Ser-
vices、サードパーティーのシステムインテグレー
ターは、Alloyの設定、カスタマイズサービスの
提供を計画しています。

SAPと IBMが計画した
共同ソフトウェア製品
Alloyによって、
ユーザーは使い慣れた
Lotus Notesユーザー
インターフェースを介して
SAP Business Suiteの
業務アプリケーションを
利用できるようになります。



主な機能

SAPと IBMは、Alloyで、Lotus Notesから
SAP Business Suiteの機能にアクセスするた
めの豊富な機能を提供する方針を持っています。
SAPと IBMのいずれかから入手できるAlloy
に含まれる予定の機能は、現時点では以下のと
おりです。

• 出張、休暇、経費レポートなどの日常業務に
関する従業員と管理者向けのインタラクティ
ブなシナリオのサポート：各機能はSAP 
Business Suiteによって実行されますが、外
出中の従業員向けオフライン機能を含め、
Lotus Notesからアクセスできます。

• 管理者にとって非常に重要な業務である承
認ワークフロー（出張申請の承認など）：各
ワークフローに関連するレポート機能と分析
機能も使用できるため、管理者はアクション
を起こす際に完全な情報を手に入れること
ができます。

• さまざまなSAPアプリケーションレポート
へのアクセス：ユーザーは、臨機応変に個々
のレポートを購読、更新、依頼することができ
ます。

• ユーザーロールと業務シナリオのサポート
を拡張 /調整 /追加し、Lotus Notesと
Dominoが備える追加のコラボレーション
機能を活用するためのツール

• 英語、フランス語、ドイツ語、日本語のサポート

活用例
最初のリリースでサポートを予定している出張
申請シナリオは、Alloyが日常的な業務プロセス
をすべての関係者にとってより効率的なものに
することを示す好例です。

このシナリオでは、従業員がLotus Notesテン
プレートで出張申請を登録することによってプ
ロセスが開始されます。申請は、従業員の管理
者など、申請の承認責任者に送信されます。申
請を承認する前に、管理者はレポートを実行し
て部門のほかの出張申請と現在までの旅費を
照会することができます。これらの処理は、すべ
て使い慣れたLotus Notes環境で実行できま
す。照会に続き、管理者は申請を承認または却
下することが可能で、その結果が従業員に送信
されます。

出張申請を完了するために従業員と管理者が
実行すべきアクションは、Lotus Notesクライ
アントインターフェース上の分かりやすいステッ
プで示されます。SAP Business Suiteに実装
されている企業方針に基づき、旅費計算データ
と日程計画データ、そして承認ワークフロープ
ロセスがユーザーに提供されます。Alloyが、
SAPソフトウェアとLotus Notesクライアント、
そしてDominoサーバーとの間のデータと業務
プロセスの相互連携を管理します。

主なメリット

IBMとSAPのソフトウェアが単独では持てな
い機能を1つのソリューションに統合するAlloy
によって、企業は両社のソフトウェアに対する投
資からより大きな利益を得られ、短期間でビジ
ネスメリットを実現することができます。この仕
組みを活用して、コストの削減、効率性の向上、
重要な経営上の意思決定に必要な情報の把握
が実現すれば、企業は市場をリードし、収益の
拡大につなげることができます。

Alloyの活用によって、次のようなことが実現で
きます。

• トレーニングコストの削減：使い慣れた
Lotus Notesユーザーインターフェースを使
用してSAP Business Suiteへの直感的な
アクセスを実現

• 意思決定の改善：従業員と管理者に対し、
SAPシステム上の重要なデータへのアクセ
スを簡素化

• コンプライアンスの改善：ベストプラクティ
スの業務プロセスを全社員に拡張することで、
業務プロセスと業務の自動化を実現

• チームワークの改善：SAPがサポートする
業務プロセス、ワークフロー、データを、IBM
のコラボレーション機能と統合

• 迅速な導入の実現：Alloyによって、SAPア
プリケーションとLotus Notes/ Domino
環境に対する既存の投資を活用することが
可能

SAPと IBMは、付加価値とビジネスメリットを
もたらすソリューションを提供するために協業
していきます。どうぞご期待ください。

Alloyは、ユーザーが
自由に選択できる
インターフェースから、
業務プロセスやデータに
アクセスできるようにする

手段の1つです。
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さらに詳しい情報は

Alloyの詳細と、全社的な効率の改善方法、コス
トの削減方法については、SAPまたは IBMの担
当者にご連絡いただくか、以下のWebサイトを
ご覧ください。
http://www.sap.com/japan/solutions 
/alloy/index.epx

IBMとSAPのソフトウェアが
単独では持てない機能を
1つのソリューションに
統合するAlloyによって、
企業は両社のソフトウェアに
対する投資からより大きな
利益を得られ、短期間で
ビジネスメリットを実現できます。
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